
平成２４年１２月１７日

国土交通省中部地方整備局

庄 内 川 河 川 事 務 所

名古屋市 瀬古学区が

「まるごとまちごとハザードマップ」になります

名古屋市では、浸水の範囲や水深などの情報を表示した洪水・内水ハザードマップ

を作成し、各戸配布を実施しています。

今回、名古屋市守山区瀬古学区（新守山地区町内会）をモデル地区として、浸水深

や避難所等洪水に関する情報を洪水関連標識として生活空間である「まちなか」に表

示する「まるごとまちごとハザードマップ」を国土交通省庄内川河川事務所、名古屋

市と地域が連携して進めていきます。 （標識例【別添】を参照）

このことにより、日常時には洪水への意識を高め、洪水時には、安全かつスムーズな

避難行動につながることが期待できます。

なお、標識の設置式を下記のとおり実施します。

１．日 時 平成２４年１２月２０日（木） １３時３０分～１４時００分

２．場 所 名古屋市守山区新守山１１０７番地

ハセガワ製作所前（瀬古学区防災安心まちづくり委員会長宅）

【実施地域】

守山区瀬古学区新守山地区町内会

水防災に係る標識：５箇所

水害時一時避難建物：３建物

３．参加予定者 瀬古学区防災安心まちづくり委員会長、新守山連合会長、事業所関係者

名古屋市消防局防災・危機管理監、庄内川河川事務所長 等

４．配 布 先 中部地方整備局記者クラブ

【問い合わせ先】

庄内川河川事務所 副所長 鈴木 正典

調査・品質確保課 課長 臼田 文昭

電 話 （０５２）９１４－６７１３ （直通）

FAX （０５２）９１４－６９４７

※名古屋市では、地域、建物の関係者と覚書を結び、浸水時に逃げ遅れた人が緊急に避難で

きる「水害時一時避難建物」を今回あわせて指定します。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸 水 深 を 記 入 す る シ ー ル を 作 成 、 配 布 し 各 家 庭 の 玄 関

な ど に 貼 付 す る こ と に よ り 、 自 宅 で も 日 頃 か ら 浸 水 へ の

意 思 を も て る よ う に す る 。（ 実 寸 は 名 刺 サ イ ズ ）  

水 防 災 に 係 る 標 識 を 生 活 空 間 で あ る 「 ま ち な か 」 に 表 示

す る こ と に よ り 、 現 在 地 と 避 難 所 等 が 明 確 と な り 水 害 時 に

は 適 切 な 避 難 行 動 に つ な げ る 。（ 実 寸 は Ａ ３ 大 ）  

別  添  



 

 

まるごとまちごとハザードマップの実施事例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県八戸市の例（八戸市ＨＰより引用）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県三条市の例（三条市ＨＰより引用）  

 

別  添  
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「まるごとまちごとハザードマップ実施の手引き」より引用  

参  考  

ま る ご と ま ち ご と ハ ザ ー ド マ ッ プ は 、 浸 水 深 や 避 難 所 等 洪 水

に 関 す る 情 報 を 洪 水 関 連 施 設 と し て 生 活 空 間 で あ る「 ま ち な か 」

に 表 示 す る こ と に よ り 、 日 常 時 に は 洪 水 へ の 意 識 を 高 め る と と

も に 浸 水 深 ・ 避 難 所 等 の 知 識 の 普 及 を 図 り 、 発 災 時 に は 安 全 か

つ ス ム ー ズ な 避 難 行 動 に 繋 げ 、 洪 水 に よ る 被 害 を 最 小 限 に と ど

め る こ と を 目 的 と し て い ま す 。  


